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医
療
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

協
会
の
４
大
共
済
を
充
実

の
で
、
医
療
費
全
体
と
し
て
は

下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
安

易
に
喜
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
一
時
は
財
務
省
が
医
療
費

本
体
の
引
き
下
げ
を
要
求
し
た

と
の
報
道
も
あ
り
、
大
き
く
下

げ
ら
れ
な
く
て
ほ
っ
と
し
た
と

い
う
の
が
本
音
で
も
あ
る
。

　
医
業
経
営
を
側
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
協
会
の
４
大
共
済

京
都
府
薬
剤
師
会
と
懇
談
 （
２
面
）

地
区
と
の
懇
談（
中
西
、伏
見
、乙
訓
） （
３
面
）

代
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
 共
済
制
度
 （
４
面
）

主な内容

　
診
療
報
酬
は

０
・
０
０
４
％

ア
ッ
プ
で
決
着

し
た
。
長
期
収

載
分
薬
剤
の
追

加
引
き
下
げ
は

別
枠
と
さ
れ
た

を
紹
介
し
た
い
。

　
融
資
に
つ
い
て
。
以
前
よ
り

低
金
利
で
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
昨
年
　
月
の
金
利

１２

見
直
し
で
は
、
さ
ら
に
金
利
が

下
が
っ
た
の
で
利
用
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
休
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
免
責
０

日
コ
ー
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、　
歳
以
上

６４

の
加
入
者
の
て
ん
補
期
間
は
１

年
間
だ
っ
た
が
、　
歳
ま
で
は

６９

２
年
間
の
も
の
も
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ

に
し
て
も
保
険
料
は
高
く
な
る

の
で
よ
く
考
え
て
選
択
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
休
業
補
償
制
度

は
今
年
で
　
年
の
歴
史
を
持
つ

３５

制
度
で
、
こ
の
間
、
保
険
会
社

と
運
用
上
の
話
合
い
を
積
み
重

ね
、
ま
た
各
地
区
医
師
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
委
員
で
構
成
す
る

金
融
共
済
委
員
会
で
審
査
の

上
、
加
入
者
に
有
利
に
取
り
扱

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
今

後
も
ご
愛
顧
い
た
だ
き
た
い
。

　
医
師
賠
償
責
任
保
険
は
　４４

年
、
医
事
紛
争
解
決
の
た
め
の

処
理
室
会
は
　
年
の
歴
史
を
誇

５３

る
制
度
で
、
紛
争
予
防
か
ら
解

決
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
い
る
。
ま
た
福
島
県
立
大
野

病
院
事
件
を
機
に
、
会
員
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
医
療
安
全
対

策
部
会
が
保
険
会
社
に
求
め
て

い
た
刑
事
事
件
で
の
弁
護
士
費

用
・
訴
訟
費
用
の
補
償
「
刑
事

弁
護
士
費
用
担
保
追
加
条
項
」

が
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
自
動

付
帯
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

自
動
付
帯
の
対
象
は
、
個
人

（
個
人
診
療
所
・
病
院
、
一
人
医

師
医
療
法
人
、
勤
務
医
）
契
約

と
オ
プ
シ
ョ
ン
の
勤
務
医
師
包

括
に
契
約
の
法
人
医
療
機
関
と

な
る
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
は
あ
る
が
、
万
が
一
の
時

に
せ
め
て
金
銭
面
だ
け
で
も
安

心
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
主
旨

で
あ
る
。

　
保
険
医
年
金
に
つ
い
て
は
、

　
年
度
か
ら
３
社
が
追
加
で

１１シ
ェ
ア
イ
ン
し
て
７
社
に
よ
る

運
営
と
な
り
、
よ
り
安
全
性
が

増
し
た
。
低
金
利
時
代
が
続
く

中
、
他
の
金
融
商
品
に
比
べ
る

と
安
全
性
・
金
利
と
も
有
利
な

商
品
で
医
師
の
老
後
を
支
え
る

に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
と
し
て
考

え
て
い
る
。
４
月
か
ら
普
及
が

始
ま
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

 

（
４
面
に
関
連
）

府
も
含
め
地
方
で
は
東
京
一
極

集
中
に
よ
り
、
所
得
が
伸
び
悩

み
高
齢
化
と
合
わ
せ
て
保
険
財

政
は
悪
化
の
一
途
で
あ
っ
た
。

２
０
１
２
年
の
診
療
報
酬
改
定

時
収
載
項
目
以
降
の
医
療
技
術

は
公
的
医
療
保
険
の
対
象
に
な

ら
な
く
な
っ
て
い
た
▼
ち
ょ
う

ど
こ
の
年
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
混

合
診
療
が
解
禁
さ
れ
、
公
的
保

険
対
象
外
の
医
療
は
自
由
診
療

と
な
り
、
米
国
式
の
民
間
医
療

保
険
を
利
用
す
る
人
も
出
て
き

た
▼
民
間
医
療
保
険
で
は
、
契

約
時
の
遺
伝
子
診
断
と
指
定
さ

れ
た
健
診
に
よ
る
発
病
リ
ス
ク

診
断
で
保
険
料
が
決
定
さ
れ
、

そ
の
事
後
処
置
の
内
容
で
保
険

料
が
毎
年
更
新
さ
れ
た
▼
民
間

保
険
を
利
用
し
て
診
療
を
受
け

る
に
は
、
保
険
会
社
指
定
の
病

院
に
受
診
し
、
ま
ず
特
定
看
護

師
の
問
診
と
検
査
指
示
を
受
け

た
後
に
専
門
医
の
診
察
と
な

る
。
し
か
し
加
入
時
に
保
障
対

象
外
と
し
た
疾
病
は
自
費
診
療

と
な
る
▼
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

来
日
し
た
、
発
展
途
上
国
富
裕

層
の
医
療
費
は
病
院
独
自
に
決

め
れ
る
た
め
、
国
内
保
険
利
用

者
の
診
療
よ
り
優
先
さ
れ
る
。

薬
物
の
用
法
用
量
が
米
国
並
み

に
拡
大
さ
れ
、
入
手
も
医
師
や

薬
剤
師
の
関
与
な
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
可
能
な
た
め
、
健

診
結
果
改
善
を
目
的
と
し
た
不

適
切
使
用
に
よ
る
副
作
用
で
の

発
病
者
が
増
え
る
。
医
療
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
有
病
者
の
入
国

が
増
加
し
検
疫
を
す
り
抜
け
る

感
染
症
が
蔓
延
す
る
。
こ
の
た

め
基
本
的
疾
病
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
公
的
医
療
保
険
の
財
政
が

さ
ら
に
さ
ら
に
苦
し
く
な
る
▼

　
年
後
は
こ
ん
な
社
会
で
す
か

１０ね
。 

（
恭
仁
）

　
公
的
医
療

保
険
は
都
道

府
県
単
位
に

一
元
化
さ
れ

た
が
、
京
都

　
中
医
協
は
１
月
　
日
、
２
０

１８

１
２
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に

係
る
検
討
状
況
「
現
時
点
の
骨

子
」
を
公
表
し
た
（
１
月
　
日
２５

付
『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
』
に

掲
載
）。　
日
は
愛
知
県
津
島

２０

市
で
公
聴
会
を
開
催
。　
日
以

２７

降
は
個
別
改
定
項
目
（
い
わ
ゆ

る
短
冊
）
の
審
議
を
行
っ
て
お

り
、　
日
、
１
日
の
３
日
間
で

３０

短
冊
の
審
議
を
終
了
、　
日
に

１０

は
答
申
す
る
予
定
だ
。

　
こ
の
間
、
診
療
側
、
支
払
側

は
、
再
診
料
を
巡
り
激
し
く
対

立
し
た
。　
日
の
公
聴
会
で
は

２０

岐
阜
県
医
師
会
長
が
診
療
所
の

再
診
料
と
入
院
基
本
料
の
評
価

を
訴
え
た
。
し
か
し
、
短
冊
に

は
再
診
料
の
改
善
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
診
療
側
は

重
ね
て
　
年
改
定
以
前
の
点
数

１０

に
戻
す
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　
一
方
、
支
払
側
は
診
療
所
が

高
い
医
療
技
術
で
地
域
医
療
を

支
え
て
お
り
、
病
院
勤
務
医
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
に

一
定
の
理
解
を
示
す
も
の
の
、

「
他
に
優
先
度
が
高
い
項
目
が

あ
る
」
と
し
て
応
じ
な
い
。
結

果
的
に
短
冊
へ
は
掲
載
さ
れ

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
１
月
　
日
、
第
１
８
２
回
定

２６

時
代
議
員
会
を
開
き
、
２
０
１
１
年
度
上
半
期
活
動
報

告
及
び
下
半
期
活
動
方
針
、
決
議
案
を
採
択
し
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

中
医
協
が「
現
時
点
の
骨
子
」を
公
表

再
診
料
等
で
診
療
・
支
払
両
側
が
対
立

診療報酬改定

社会保障改悪許さない運動を

ら
　
日
に
か
け
て
メ
ー
ル
及
び

２０
フ
ァ
ク
ス
で
会
員
に
「
現
時
点

の
骨
子
」
へ
の
意
見
提
出
を
呼

び
掛
け
た
。　
人
の
会
員
か
ら

２３

協
会
に
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
協

会
が
代
行
し
て
厚
労
省
に
送
付

し
た
。

　
答
申
ま
で
の
日
数
は
限
ら
れ

て
い
る
が
、
再
診
料
を
巡
る
攻

防
は
最
終
盤
ま
で
も
つ
れ
込
む

と
予
想
さ
れ
る
。
京
都
府
保
険

医
協
会
は
昨
年
　
月
８
日
、
会

１１

員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ

き
、
現
在
の
診
療
所
の
再
診
料

は
「
基
本
的
な
医
療
の
提
供
に

必
要
な
人
的
、
物
的
コ
ス
ト
」

を
補
填
す
る
に
も
不
足
し
て
お

り
、
医
師
の
「
基
本
的
な
診
察

や
処
置
等
」
の
費
用
は
評
価
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
人
的
、
物

的
コ
ス
ト
を
別
途
点
数
化
し
た

上
で
、
初
・
再
診
料
は
大
幅
に

引
き
上
げ
る
べ
き
で
、
現
行
点

数
の
２
倍
に
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。　
年
度
改
定
で
は
少

１２

な
く
と
も
　
年
度
改
定
以
前
の

１０

点
数
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
と
、

総
理
大
臣
、
厚
労
大
臣
、
全
中

医
協
委
員
に
要
望
し
て
い
る
。

　
保
団
連
及
び
各
協
会
も
再
診

料
引
き
上
げ
に
集
中
し
た
要
請

行
動
を
行
っ
て
お
り
、
答
申
ま

で
攻
防
は
続
く
。

ず
、
付
帯
意
見
に
「
あ
り
方
を

検
討
す
る
」
と
し
て
盛
り
込
む

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
再
診
料

引
き
上
げ
は
厳
し
い
状
態
に
追

い
込
ま
れ
た
。

会
員
に
パ
ブ
コ
メ
の

提
出
を
訴
え

　
　
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
た

２５
「
現
時
点
の
骨
子
」に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
に

つ
い
て
、
協
会
は
、
①
再
診
料

を
元
に
戻
す
こ
と
、
②
入
院
中

の
患
者
の
他
医
療
機
関
受
診
制

限
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ

と
、
③
要
介
護
者
等
に
対
す
る

訪
問
看
護
時
の
訪
問
点
滴
注
射

を
認
め
る
こ
と
、
④
処
方
せ
ん

記
載
方
法
の
変
更
等
、
こ
れ
以

上
の
後
発
医
薬
品
使
用
促
進

は
、
処
方
と
い
う
医
師
の
業
務

へ
の
侵
害
で
あ
る
、
⑤
新
し
い

外
来
リ
ハ
ビ
リ
の
管
理
料
に
は

再
診
料
を
包
括
化
し
な
い
こ

と
、
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ
で

あ
っ
て
も
医
療
保
険
で
給
付
す

る
こ
と
、
⑥
一
般
病
棟
　
対
１３

１
、　
対
１
に
限
っ
て
、　
日

１５

９０

超
入
院
患
者
の
特
定
除
外
制
度

を
見
直
す
方
向
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
止
め
る
こ

と
―
等
に
つ
い
て
、
意
見
提
出

し
た
。

　
ま
た
協
会
は
、
１
月
　
日
か

１９

　
代
議
員
会
は
代
議
員
　
人
、

６６

理
事
者
　
人
の
出
席
で
、
岡
田

１８

議
長
と
茨
木
副
議
長
が
進
行
し

た
。

　
上
半
期
活
動
を
総
括

　
ま
ず
、
増
田
副
理
事
長
か
ら

　
年
度
上
半
期
の
活
動
を
総
括

１１し
て
報
告
。
関
執
行
部
は
３
期

目
を
迎
え
、
前
年
度
に
引
き
続

き
構
造
改
革
路
線
へ
の
対
抗
構

想
と
し
て
の
社
会
保
障
憲
章
・

基
本
法
、
新
し
い
福
祉
国
家
構

想
を
掲
げ
た
取
り
組
み
を
す
す

め
た
。
具
体
的
に
は
社
会
保
障

基
本
法
を
テ
ー
マ
に
７
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
協
力
と
、　
月
に
京
都

１０

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
ま

た
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
巡
る

課
題
を
外
部
委
員
も
迎
え
て
１

年
間
検
討
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
要
望
書
を
府
及
び

市
町
村
に
提
出
。
原
発
問
題
で

も
府
内
市
町
村
に
陳
情
を
行
う

な
ど
活
発
に
活
動
。
診
療
報
酬

改
定
対
策
で
は
、
３
療
法
士
会

と
合
同
で
リ
ハ
ビ
リ
提
言
を
ま

と
め
厚
労
大
臣
や
民
主
党
府

連
、
民
主
党
本
部
、
厚
生
労
働

省
政
務
三
役
に
要
請
。
初
再
診

料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る

要
望
も
行
っ
た
。
ま
た
新
規
開

業
前
後
の
会
員
を
対
象
に
保
険

講
習
会
の
定
期
開
催
を
開
始
し

た
。
経
営
関
係
で
は
共
済
制
度

の
充
実
や
税
制
対
策
、
医
療
安

全
対
策
で
は
学
習
会
開
催
や
講

師
活
動
な
ど
、
総
務
関
係
で
は

文
化
活
動
な
ど
を
報
告
し
た
。

地
域
の
実
態
踏
ま
え
た

議
論
を
求
め
る

　
議
事
で
は
、
垣
田
副
理
事
長

が
情
勢
報
告
を
行
っ
た
。
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
素
案
が
決

定
さ
れ
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
施
策

の
ベ
ー
ス
と
な
る
。
消
費
税
を

社
会
保
障
目
的
税
化
し
、
財
政

の
枠
を
は
め
て
の
議
論
で
し
か

な
く
、
社
会
保
障
の
後
退
に
つ

な
が
る
。
そ
し
て
政
府
案
が
描

く
将
来
像
は
、
開
業
医
が
地
域

で
担
っ
て
い
る
役
割
、
例
え
ば

急
性
期
の
患
者
を
生
み
だ
さ
な

い
努
力
な
ど
が
欠
落
し
て
お

り
、
国
民
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
地
域

の
実
態
を
開
業
医
の
側
か
ら
提

起
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

社
会
保
障
改
革
、
消
費
税
問

題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
参
加
問
題
な
ど
の
課
題

を
、
会
員
に
情
報
提
供
し
て
意

見
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
た

い
、
と
報
告
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
一
体
改
革
、

診
療
報
酬
等
を
課
題
に

　
情
勢
報
告
を
受
け
て
活
動
方

針
を
提
案
し
た
関
理
事
長
は
、

①
国
民
皆
保
険
を
破
壊
し
国
民

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
へ
の
反
対
。
②
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
に
よ
る
医
療
・

社
会
保
障
制
度
の
後
退
を
許
さ

な
い
運
動
。
③
診
療
報
酬
配
分

で
の
慢
性
期
医
療
、
日
常
診
療

の
評
価
引
き
上
げ
。
④
患
者
負

担
の
軽
減
。
⑤
会
員
の
健
全
な

医
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
―

な
ど
を
重
点
課
題
と
し
た
。
③

の
具
体
化
で
は
、
再
診
料
の
引

き
上
げ
、
入
院
患
者
の
他
医
療

機
関
受
診
制
限
の
撤
廃
、
在
宅

医
療
点
数
の
引
き
上
げ
な
ど
の

重
視
を
挙
げ
た
。

　
決
議
（
２
面
）
も
含
め
、
提

案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
た
。

　
協
議
で
は
代
議
員
か
ら
、
京

都
市
長
選
挙
、
原
発
問
題
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
法
案
、
社

会
保
障
の
財
源
論
等
に
つ
い
て

の
意
見
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
次
号
に
質
疑
応
答
の
要
旨
を

掲
載
）

　
選
挙
制
度
で
ア
ン
ケ
ー
ト

　
当
日
の
出
席
者
に
、
衆
議
院

選
挙
制
度
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
小
選
挙
区
制
を
中

心
と
す
る
現
行
制
度
に
つ
い

て
、「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」　
％
５０

に
対
し
「
ふ
さ
わ
し
い
」
が
９

％
、
な
ど
の
結
果
で
あ
っ
た

（
２
面
）。

２０１１年度下半期活動方針などを決めた第１８２回定時代議員会

第１８２回定時代議員会開第１８２回定時代議員会開くく
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協
会
は
従
来
よ
り
適
宜
行
っ

て
き
た
京
都
府
薬
剤
師
会
と
の

懇
談
会
を
　
月
　
日
に
開
催
し

１２

２２

た
。
薬
剤
師
会
か
ら
５
人
、
協

会
か
ら
８
人
が
出
席
し
、
司
会

は
薬
剤
師
会
の
茂
籠
専
務
理
事

が
つ
と
め
た
。
同
会
の
宇
野
副

会
長
が
、
前
日
に
決
定
し
た
２

０
１
２
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

率
に
ふ
れ
、「
薬
価
は
▲
１
・
３

７
５
％
（
▲
５
５
０
０
億
円
）

と
な
り
、
薬
剤
界
の
財
政
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
り
そ
う
だ
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
今
後

も
医
療
機
関
と
密
に
情
報
交
換

を
行
う
な
ど
、
情
報
収
集
に
努

め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
薬
価
改
定

に
つ
い
て
、
薬
剤
師
会
か
ら
、

卸
や
製
薬
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な

く
、
保
険
薬
局
に
及
ぶ
窮
状
が

述
べ
ら
れ
た
。「
昔
、
薬
局
に

お
け
る
薬
剤
の
ス
ト
ッ
ク
は
、

２
０
０
品
目
で
事
足
り
た
が
、

今
や
１
０
０
０
品
目
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
患
者
は
増
え
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
ッ
ク

す
べ
き
薬
の
種
類
だ
け
が
増
え

て
い
く
」
と
い
う
。
そ
し
て
、

今
改
定
で
検
討
さ
れ
て
い
る
、

処
方
せ
ん
様
式
の
変
更
に
つ
い

て
、「
現
在
は
、
処
方
せ
ん
１
枚

に
対
し
て
医
師
の『
変
更
不
可
』

の
サ
イ
ン
は
１
カ
所
だ
が
、
各

薬
剤
に
サ
イ
ン
が
必
要
に
な
れ

ば
よ
り
煩
雑
に
な
る
」
と
懸
念

し
、「
処
方
が
後
発
品
で
変
更

不
可
の
欄
に
サ
イ
ン
が
あ
っ
た

場
合
、
ス
ト
ッ
ク
が
な
け
れ

ば
、
す
ぐ
に
患
者
に
渡
せ
な

い
。
で
き
れ
ば
一
般
名
で
処
方

し
て
ほ
し
い
」
と
の
見
解
を
述

べ
た
。

　
続
い
て
、
先
発
品
と
後
発
品

と
で
効
能
効
果
が
異
な
る
医
薬

品
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
厚
労

省
は
先
発
品
と
の
同
等
性
の
基

準
を
、
同
一
成
分
が
　
％
以
上

８０

で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い

る
。
同
じ
薬
効
成
分
を
同
量
含

む
製
剤
で
あ
っ
て

も
、
製
造
元
に
よ
っ

て
添
加
物
の
種
類
や

組
成
が
異
な
る
ほ

か
、
製
剤
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
す
る
物
質

や
方
法
が
異
な
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
患

者
に
と
っ
て
は
効
く

か
効
か
な
い
か
だ
け

で
な
く
、
に
お
い
や

味
な
ど
感
覚
的
な
部

分
で
微
妙
な
違
い
が

あ
る
。
薬
剤
師
会

は
、「
先
発
品
と
後

発
品
そ
れ
ぞ
れ
の
薬

学
的
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、

『
薬
剤
を
変
更
し
た
場
合
の
不

具
合
』（
効
か
な
か
っ
た
、
味

が
合
わ
な
か
っ
た
な
ど
の
患
者

か
ら
の
訴
え
）
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、『
薬
剤
を
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
副
作
用
』
の
把
握
は
、

一
定
期
間
が
経
た
な
け
れ
ば
、

本
当
に
そ
れ
が
原
因
か
、
特
定

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
臨

床
面
に
お
け
る
副
作
用
は
薬
剤

師
が
判
断
で
き
な
い
部
分
も
多

い
」
と
し
、
医
療
機
関
側
か
ら

の
情
報
提
供
を
求
め
た
。

　
ま
た
薬
剤
師
会
は
、
効
能
効

果
の
違
い
が
あ
る
薬
剤
に
つ
い

て
は
原
則
変
更
し
て
お
ら
ず
、

さ
ら
に
、
適
応
病
名
の
違
い
が

あ
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
医
師

へ
の
照
会
な
し
に
は
変
更
し
て

い
な
い
と
述
べ
た
。
と
く
に

「
効
能
効
果
、
用
法
用
量
等
に

違
い
の
あ
る
後
発
医
薬
品
リ
ス

ト
」（
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲

載
）
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
約
　３０

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　
政
府
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
の
た
め
の
新
た
な
法

制
度
の
た
た
き
台
を
１
月
　
日
１７

に
ま
と
め
た
。
今
通
常
国
会
に

提
出
す
る
と
し
て
い
る
。

　
た
た
き
台
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
時
に
政
府
が
区
域

や
期
間
を
定
め
て
緊
急
事
態
を

宣
言
。
区
域
の
対
象
と
な
っ
た

都
道
府
県
知
事
は
緊
急
措
置
と

し
て
、
医
療
関
係
者
に
先
行
的

予
防
接
種
や
医
療
従
事
の
要

請
・
指
示
を
す
る
。
不
要
不
急

の
外
出
の
自
粛
を
要
請
し
た

り
、
集
会
中
止
の
要
請
や
指
示

を
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
と
し
て
罰
則
を
設
け

る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
協
会
は
こ
れ
に
対
し
、
内
閣

官
房
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
室
宛
で
　
日
に
パ
ブ
リ
ッ

３１

ク
コ
メ
ン
ト
を
送
付
。
国
民
に

縛
り
を
か
け
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
す
る
法
は
問
題
で
あ
る

こ
と
。
緊
急
事
態
を
理
由
に
医

療
関
係
者
へ
の
医
療
従
事
の
指

示
、
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
の
罰
則
は
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
こ
と
、
な
ど
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
法
的
問
題
に
関
し
て

協
会
か
ら
莇
立
明
弁
護
士
に
依

頼
し
て
「
医
師
法
　
条
の
応
召

１９

義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
が
削

除
さ
れ
た
制
定
経
過
に
照
ら
し

て
も
、
医
師
の
医
療
行
為
に
関

す
る
義
務
を
刑
罰
を
も
っ
て
強

制
す
る
よ
う
な
法
律
を
制
定
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

半
数
が
現
行
制
度
 

「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」

　
現
行
の
小
選
挙
区
制
中
心
の

衆
議
院
選
挙
制
に
つ
い
て
は
、

わ
が
国
の
選
挙
制
度
と
し
て

「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」と
の
回
答

が
半
数
を
占
め
、
次
い
で
「
わ

か
ら
な
い
」、「
ふ
さ
わ
し
い
」

と
続
い
た
。

　「
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」と
答
え

た
方
の
う
ち
過
半
数
が
、「
小

選
挙
区
は
大
政
党
に
有
利
で
あ

り
、
多
様
な
民
意
が
反
映
さ
れ

に
く
い
」を
そ
の
理
由
に
選
択
。

一
方
で
「
ふ
さ
わ
し
い
」
と
答

え
た
方
の
多
く
が
「
政
権
交
代

を
実
現
し
や
す
い
」
こ
と
を
理

由
と
し
て
選
択
し
た
。

　
％
が
中
選
挙
区
制
の
 

４３復
活
を
望
む

　
今
後
の
選
挙
制
度
の
あ
り
方

で
は
、「
中
選
挙
区
制
の
復
活
」

が
約
４
割
、続
い
て「
単
純
小
選

挙
区
制
」
が
約
２
割
、「
完
全
比

例
代
表
制
」が
そ
れ
に
続
い
た
。

「
定
数
削
減
」
と
「
削
減

前
に
民
意
反
映
す
る
制

度
」
が
拮
抗

　
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

は
、「
国
民
に
負
担
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
国
会
議
員
自
身

が
身
を
切
る
べ
き
で
あ
り
、
議

員
定
数
は
速
や
か
に
無
条
件
に

削
減
す
べ
き
で
あ
る
」
と
「
議

員
定
数
を
減
ら
す
こ
と
は
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
、
選
挙
制
度
を
よ
り
正

確
に
民
意
を
反
映
す
る
制
度
に

抜
本
改
革
し
た
上
で
検
討
す
べ

き
」が
拮
抗
し
た
。「
国
会
議
員

の
定
数
は
削
減
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
４
人

だ
っ
た
。

◇
　
　
◇

　
以
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

特
徴
的
な
こ
と
の
一
つ
は
、
小

選
挙
区
中
心
の
現
制
度
を
問
題

と
考
え
る
回
答
が
過
半
数
に
達

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現

行
の
選
挙
制
度
に
対
し
て
は
、

一
般
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で

も
、
現
在
の
政
治
が
機
能
不
全

に
陥
っ
て
い
る
原
因
と
し
て
、

半
数
以
上
が
「
現
在
の
選
挙
制

　
現
在
、
政
府
・
与
党
や
、
野
党
で
あ
る
自
民
党
も
同
調
し
、
取
り
沙
汰
さ
れ
る
「
議
員

定
数
削
減
」（
衆
議
院
の
選
挙
制
度
で
あ
る
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
の
比
例
部
分

の
　
議
席
削
減
）。
ま
た
、
現
行
制
度
に
お
け
る
「
一
票
の
格
差
」
を
「
違
憲
状
態
」
と

８０
断
じ
た
最
高
裁
判
決
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
選
挙
制
度
に
焦
点
が
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
第
１
８
２
定
時
代
議
員
会
出
席
者
に
「
衆
議
院
選
挙
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
出
席
者
　
人
の
う
ち
、
回
答
は
　
人
、
回
答
率
　
％
。

６５

５８

８９

度
」に
原
因
が
あ
る
と
回
答（
日

経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
）
す
る
等
、
死
票
が
多
く
、

民
意
を
正
確
に
反
映
し
な
い
と

い
う
問
題
点
は
国
民
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
「
議
員

定
数
は
削
減
す
べ
き
」
と
の
声

が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
今
、
議
員
定
数
削
減
を
推
進

す
る
理
由
に
「
国
民
に
増
税
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
政
治
家

も
身
を
切
る
」
と
の
論
法
が
用

い
ら
れ
る
。
し
か
し
本
来
、
政

治
家
は
国
民
の
代
表
で
あ
り
、

「
身
を
切
る
」こ
と
は
国
民
の
代

表
を
減
ら
す
こ
と
に
他
な
ら

ず
、「
議
員
を
減
ら
せ
ば
無
駄

の
か
、
と
い
う
厳
し
い
評
価
の

表
れ
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
中
、「
し
っ
か

り
仕
事
を
し
て
も
ら
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
削
減
す
る

必
要
は
な
い
。
選
挙
で
勝
つ
こ

と
だ
け
が
目
標
の
議
員
が
多
い

の
で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
協
会
は
、
正
確

に
民
意
を
反
映
し
、
真
に
国
民

の
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
に

向
け
努
力
し
て
く
れ
る
議
員

が
、
１
人
で
も
多
く
選
ば
れ
る

よ
う
な
選
挙
制
度
の
あ
り
方

を
、今
後
も
求
め
て
い
き
た
い
。

成
分
に
つ
い
て
は
、
適
応
病
名

を
医
療
機
関
に
確
認
し
て
変
更

す
る
こ
と
、
と
会
員
に
周
知
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、　
年
よ

１０

り
協
会
け
ん
ぽ
で
実
施
が
始

ま
っ
た
差
額
通
知
（
被
保
険
者

に
対
し
、
後
発
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
軽
減

額
を
通
知
す
る
）
は
、
効
能
効

果
の
有
無
を
無
視
し
て
後
発
医

薬
品
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
薬

剤
師
会
は
困
惑
し
て
い
る
。

「
薬
局
で
は
、
診
断
名
が
わ
か

ら
な
い
の
で
、
適
応
病
名
か
ど

う
か
の
確
認
が
す
ぐ
に
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
確
認
を

誤
れ
ば
医
療
機
関
側
の
査
定
に

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
く
」

と
説
明
。
協
会
か
ら
は
「
そ
う

い
っ
た
例
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
薬
局
が
医
療
機
関
へ
の

照
会
な
し
に
医
薬
品
を
変
更
し

た
こ
と
に
よ
る
査
定
は
最
近
聞

か
な
く
な
っ
た
、
薬
剤
師
会
の

お
か
げ
で
あ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。

　
そ
の
他
、
チ
ェ
ー
ン
薬
局
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
の
問
題
な
ど
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
る
東

日
本
大
震
災
か
ら
、
お
よ
そ
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し

て
進
ま
ず
、
福
島
第
一
原
発
事

故
に
つ
い
て
も
深
刻
な
事
態
が

続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
政

府
は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」を
す
す
め
て
い
る
。「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
は

医
療
、
介
護
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
各
分
野
に
お
け
る
効

率
化
・
機
能
分
化
を
す
す
め
る

と
同
時
に
、
法
人
税
や
所
得
税

な
ど
社
会
保
障
の
た
め
に
使
っ

て
い
た
財
源
を
、
財
政
再
建
の

名
の
下
に
、
消
費
税
に
置
き
換

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
消
費
税

の
社
会
保
障
目
的
税
化
は
、
社

会
保
障
財
源
の
拡
大
に
つ
な
が

る
保
証
は
な
く
、
む
し
ろ
消
費

税
以
外
の
財
源
を
社
会
保
障
に

投
入
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
社

会
保
障
全
体
の
財
政
が
抑
制
さ

れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま

た
、
受
診
時
定
額
負
担
の
導
入

を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
患
者
負

担
増
案
が
企
図
さ
れ
た
が
、
今

後
も
断
じ
て
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
。「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」
の
撤
回
を
強
く
求
め

る
。
　
診
療
報
酬
改
定
に
関
し
て

表
明
し
た
。
医
療
分
野
に
お
い

て
我
が
国
が
世
界
に
冠
た
る
公

的
医
療
保
険
制
度
を
築
き
あ
げ

ら
れ
た
の
は
、
医
療
の
公
益
性

と
安
全
確
保
を
重
視
す
る
医
療

者
及
び
国
民
の
意
識
が
基
盤
に

あ
り
、
政
府
は
輸
入
・
参
入
規

制
を
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
こ
う
し
た
規
制
を

「
貿
易
障
壁
」と
し
て
撤
廃
を
求

の
動
き
に
対
し
、
強
く
抗
議

し
、
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
求
め

る
。
　
私
た
ち
保
険
医
は
、
今
こ
そ

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
り
、
安

全
で
安
心
な
医
療
・
介
護
が
提

供
で
き
る
国
民
本
位
の
医
療
制

度
・
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と

充
実
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
そ

の
実
現
を
目
指
し
「
社
会
保
障

基
本
法
」
の
制
定
運
動
を
進
め

て
い
く
。
そ
の
要
求
を
軸
に
以

下
の
通
り
決
議
す
る
。

　
一
、
震
災
被
災
者
の
生
活
再

建
と
、
住
民
合
意
の
復
興
策
を

国
の
責
任
で
行
う
こ
と
。

　
一
、
原
発
事
故
に
対
す
る
長

期
で
最
大
限
の
対
策
を
国
に
求

め
る
と
と
も
に
、
原
発
に
依
存

し
た
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

根
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
。

　
一
、『
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
』
を
撤
回
す
る
こ
と
。

今
後
、
患
者
の
さ
ら
な
る
負
担

増
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　
一
、
消
費
税
を
増
税
し
な
い

こ
と
。
消
費
税
の
社
会
保
障
目

的
税
化
を
行
わ
な
い
こ
と
。
医

療
へ
の
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
を
適

用
す
る
こ
と
。

　
一
、
公
的
医
療
保
険
で
安

心
・
安
全
な
医
療
が
提
供
で
き

る
診
療
報
酬
体
系
を
確
立
す
る

こ
と
。
２
０
１
２
年
度
診
療
報

酬
は
全
て
の
医
療
機
関
に
お
い

て
断
じ
て
実
質
的
マ
イ
ナ
ス
改

定
と
し
な
い
こ
と
。

　
一
、
医
療
の
公
共
性
と
安
全

性
を
崩
壊
さ
せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参

加
を
止
め
る
こ
と
。

　
一
、
憲
法
　
条
の
理
念
を
具

２５

体
化
す
る
社
会
保
障
基
本
法
を

制
定
し
、
国
民
本
位
の
医
療
・

介
護
・
年
金
・
福
祉
制
度
を
確

立
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
財

政
措
置
を
施
す
こ
と
。

 

２
０
１
２
年
１
月
　
日
２６

 

京
都
府
保
険
医
協
会

は
、
国
民
が
保
険
で
受
け
ら
れ

る
医
療
の
質
や
範
囲
を
決
め
る

日
本
の
医
療
制
度
の
根
幹
の
事

柄
で
あ
り
、
２
０
１
２
年
改
定

は
、
全
て
の
医
療
機
関
に
お
い

て
実
質
的
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
絶

対
に
回
避
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）
交
渉
へ
の
参
加
を

め
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
医

療
の
公
益
性
と
安
全
性
を
脅
か

す
も
の
で
あ
る
。
京
都
府
保
険

医
協
会
は
、
医
療
者
と
し
て
、

引
き
続
き
公
的
医
療
保
険
制
度

を
守
り
ぬ
く
た
め
全
力
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
不
安

を
無
視
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
政
府

懇
談
す
る
鈴
木
副
理
事
長
ら

京
都
府
薬
剤
師
会
と
懇
談

後
発
品
の
変
更
等
で
相
互
理
解
す
す
む

「
罰
則
」 設
け
な
い
こ
と
求
め
る

新
型
イ
ン
フ
ル
法
案
に
意
見
送

新
型
イ
ン
フ
ル
法
案
に
意
見
送
付付

選挙制度改革でアンケート

小
選
挙
区
制
中
心
の
現
行
制
度
への
不
満
５
割

国
会
議
員
の
仕
事
ぶ
り
へ
の
厳
し
い
視
線

第
　
回
定
時

１８２
代
議
員
会

決
　
議

が
減
る
」
と
い
う

単
純
な
論
議
で
進

め
る
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
そ
れ
で

も
、
議
員
定
数
削

減
を
求
め
る
声
が

少
な
く
な
い
の

は
、
今
の
政
治
家

が
国
民
の
代
表
た

る
仕
事
を
全
う
し

て
い
る
と
言
え
る

削減すべき 45％
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協
会
は
中
京
西
部
医
師
会
と

の
懇
談
会
を
　
月
　
日
に
開

１１

２８

催
。
地
区
か
ら
　
人
、
協
会
か

１７

ら
５
人
が
出
席
し
た
。

　
中
京
西
部
医
師
会
・
尾
崎
信

之
会
長
は
「
診
療
報
酬
改
定
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
へ
の
対
応
を
巡

り
、
医
師
会
に
あ
ま
り
好
意
的

で
な
い
報
道
が
さ
れ
無
力
感
を

感
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題

が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
を
協
会
に
き
き
た
い
」
と

挨
拶
。
続
い
て
協
会
か
ら
、
関

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
各
部
会

か
ら
の
情
報
提
供
を
行
い
、

「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
成

案
」「
２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
を
巡
る
動

き
」
に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、

地
区
か
ら
テ
ー
マ
と
し
て
「
近

畿
厚
生
局
の
集
団
指
導
」
が
挙

が
っ
て
い
た
た

め
、「『
指
導
』情
報

交
換
会
」を
併
せ

て
開
催
し
、意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は

地
区
か
ら
、
高
点

数
を
理
由
に
集
団

的
個
別
指
導
の
対

象
と
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
在
宅

医
療
な
ど
で
、
ど

う
し
て
も
高
点
数

に
な
っ
て
し
ま
う

医
療
機
関
が
萎
縮
診
療
に
な
ら

な
い
よ
う
に
働
き
か
け
な
ど
で

き
な
い
か
。
ま
た
集
団
的
個
別

指
導
の
後
で
改
ま
ら
な
い
場
合

は
個
別
指
導
に
な
る
の
か
、
と

の
質
問
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
協
会
や
保

団
連
は
高
点
数
を
理
由
に
し
た

集
団
的
個
別
指
導
を
止
め
る
よ

う
要
求
し
て
い
る
。ま
た
、集
団

的
個
別
指
導
を
複
数
回
受
け
て

改
ま
ら
な
い
場
合
は
、
個
別
指

導
に
移
行
す
る
と
い
う
発
言
が

行
政
か
ら
あ
っ
た
が
、　
年
ま

０９

で
は
高
点
数
を
理
由
と
し
た
個

別
指
導
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と

回
答
し
た
。

　
ま
た
、
個
別
指
導
の
現
状
や

生
活
保
護
医
療
を
巡
る
問
題
な

ど
に
話
題
が
お
よ
び
、
意
見
交

換
と
情
報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
懇
談
に
先
だ
っ
て
協

力
い
た
だ
い
た
受
診
抑
制
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
義
に
つ
い
て

問
わ
れ
、「
診
療
提
供
時
の

困
っ
た
こ
と
」
へ
の
回
答
で
、

「（
患
者
の
経
済
状
況
を
慮
っ

て
）治
療
を
控
え
た
」「
医
療
機

関
が
一
部
負
担
金
を
被
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
」
な
ど
が
あ
り
、

医
療
担
当
者
と
し
て
困
る
と
い

う
主
張
と
と
も
に
、
短
期
証
や

資
格
証
明
書
の
発
行
は
皆
保
険

制
度
下
に
お
い
て
問
題
で
あ
る

と
い
う
折
衝
を
引
き
続
き
行
政

に
対
し
行
っ
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
も
調
査
結
果
は
、
マ
ス

コ
ミ
や
国
会
議
員
に
も
配
り
実

態
を
知
ら
せ
て
き
た
。
特
に
自

由
記
載
欄
は
よ
く
読
ん
で
も
ら

え
て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
記

載
し
て
も
ら
え
る
と
力
に
な
る

と
、
あ
ら
た
め
て
調
査
の
意
義

を
訴
え
た
。

　
協
会
は
伏
見
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
　
月
　
日
に
開
催
。
伏

１２

１２

見
医
師
会
か
ら
　
人
、
協
会
か

１７

ら
７
人
が
参
加
し
た
。

　
伏
見
医
師
会
の
松
本
恒
司
副

会
長
の
司
会
で
開
会
。
中
山
治

樹
会
長
か
ら
「
協
会
が
取
り
組

む
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
今

も
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
一
体
改
革

な
ど
で
大
変
か
と
思
う
。
今
日

は
忌
憚
の
な
い
発
言
を
お
願
い

し
、
医
師
会
、
協
会
の
互
い
の

発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
協
会

の
関
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
各

部
会
の
担
当
理
事
か
ら
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
」
や
「
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改

定
」
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
質

疑
に
移
っ
た
。

　
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の

改
革
シ
ナ
リ
オ
が
示
す
医
師
数

抑
制
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
地
区
か
ら
、
医
師
以

外
の
職
種
は
増
加
さ
せ
る
方
向

で
あ
る
が
、
医
師
は
１
万
人
減

少
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
厚
労

省
は
在
宅
医
療
を
強
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
在
宅
医
療
は
施

設
医
療
よ
り
マ
ン
パ
ワ
ー
や
時

間
が
必
要
に
な
り
、
医
師
も
よ

り
多
く
必
要
と
な
る
。
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
厚
労
省
は
ど

の
く
ら
い
の
医
師
が
必
要
で
あ

る
と
試
算
し
て
い
る
の
か
。
そ

の
試
算
を
検
討
し
追
及
し
て
み

て
は
ど
う
か
、
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
医
師
数
を
抑

制
す
る
の
は
お
か
し
い
と
述
べ

た
上
で
、
一
体
改
革
が
示
す
内

容
の
説
明
を
行
っ
た
。
改
革
シ

ナ
リ
オ
で
は
現
状
の
医
師
数
を

減
ら
す
の
で
は
な
く
、
現
行
の

医
師
増
ペ
ー
ス
を
継

続
し
た
場
合
の
２
０

２
５
年
時
点
の
医
師

数
よ
り
も
１
万
人
減

に
す
る
と
い
う
も

の
。
外
来
患
者
数
の

５
％
減
も
掲
げ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
り
医

師
数
の
抑
制
を
考
え

て
い
る
。
本
来
在
宅

医
療
に
は
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し

一
体
改
革
で
は
在
宅
移
行
時
に

は
医
師
が
診
察
を
す
る
が
、
在

宅
医
療
に
お
い
て
は
医
師
以
外

の
職
員
が
患
者
を
看
て
い
く
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
十
分
な

医
療
を
考
え
て
い
な
い
。
当

然
、
医
師
が
今
よ
り
も
増
え
る

の
は
見
込
ん
で
い
る
が
、
増
え

る
ペ
ー
ス
を
減
ら
す
と
い
う
こ

と
だ
、
と
解
説
し
た
。

　
次
い
で
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
に
つ
い
て
意
見

交
換
。
地
区
か
ら
は
、
財
源
が

な
い
の
で
診
療
報
酬
が
上
が
る

こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
地
域
の
中
核
病
院
に

な
っ
て
い
る
公
立
の
中
小
病
院

は
赤
字
経
営
で
、
地
域
医
療
を

守
る
の
が
大
変
だ
。
政
府
は
そ

う
い
う
医
療
機
関
も
見
捨
て
る

方
針
な
の
か
。
医
師
を
集
め
る

に
は
給
与
を
引
き
上
げ
な
い
と

無
理
で
あ
る
が
、
資
金
も
な
く

給
与
も
上
げ
ら
れ
ず
医
師
が
集

ま
ら
な
い
。
そ
う
し
た
医
療
過

疎
地
域
へ
の
施
策
は
な
い
の

か
、
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
、
中
医
協
の
中

で
、
医
療
提
供
が
困
難
な
地
域

に
お
け
る
病
院
の
課
題
が
議
論

さ
れ
、
看
護
要
員
等
の
施
設
基

準
の
緩
和
が
検
討
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
抜
本
的

改
善
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な

い
と
説
明
し
た
。

　
懇
談
で
は
そ
の
他
に
、「
社

会
保
障
財
源
に
関
す
る
財
務
省

と
政
治
家
の
問
題
」「
開
業
医
・

勤
務
医
の
収
入
比
較
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
に
つ
い
て
」「
消
費
税

増
税
の
中
身
と
は
」
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
懇
談

を
終
了
し
た
。

　協会は２０１１年度の各地区医師会との懇談会をすすめている。今年度の協会からのテーマは、
「社会保障・税の一体改革成案」「２０１２年診療報酬・介護報酬同時改定を巡る動き」について。
また今年度は懇談会終了後に「『指導』情報交換会」を開催し、京都における個別指導等の実
施状況や指摘事項等の資料を参考に意見交換を行っている（希望地区のみ）。

　
協
会
は
乙
訓
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
　
月
　
日
に
開
催
。
地

１２

１９

区
か
ら
９
人
、
協
会
か
ら
５
人

が
出
席
し
、
乙
訓
医
師
会
・
稲

田
安
昭
副
会
長
の
司
会
で
進
め

ら
れ
た
。
開
会
に
際
し
、
乙
訓

医
師
会
・
片
岡
卓
三
会
長
は「
抱

え
て
い
る
課
題
は
多
い
が
、
地

区
医
師
会
単
位
で
は
な
か
な
か

行
き
届
か
な
い
、
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
。
協
会
の
担
っ
て
い

る
役
割
を
明
確
に
出
し
、
我
々

乙
訓
医
師
会
を
は
じ
め
京
都
府

全
体
の
会
員
の
援
助
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
」
と
挨
拶

さ
れ
た
。

　
続
い
て
協
会
か
ら
は
、
関
理

事
長
の
挨
拶
の
後
、
①
各
部
会

か
ら
の
情
報
提
供
、
②
社
会
保

障
・
税
の
一
体
改
革
成
案
、
③

２
０
１
２
年
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
同
時
改
定
を
巡
る
動
き
、

④
指
導
の
現
状
と
問
題
点
―
に

つ
い
て
解
説
。
議
題
ご
と
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
地
区
よ
り
、

ワ
ク
チ
ン
の
消
費
税
に
つ
い

て
、「
子
宮
頸
が
ん
の
ワ
ク
チ

ン
は
１
本
１
万
円
く
ら
い
す
る

た
め
、
自
費
が
１
千
万
円
を
超

え
る
と
消
費
税
課
税
事
業
者
に

な
る
医
療
機
関
が
あ
る
。
ゼ
ロ

税
率
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
の

質
問
が
出
さ
れ
た
。
協
会
か
ら

は
「
以
前
よ
り
ず
っ
と
ゼ
ロ
税

率
を
求
め
運
動
し
て
い
る
。
損

税
解
消
の
た
め
に
は
ゼ
ロ
税
率

し
か
な
い
と
考
え
る
。
社
保
の

診
療
報
酬
は
非
課
税
と
さ
れ
て

い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
言
で

は
、
診
療
報
酬
は
医
療
費
ベ
ー

ス
で
１
・
　
％
付
加
さ
れ
て
い

５３

る
。
逆
に
言
う
と
、
内
税
化
さ

れ
て
、
患
者
さ
ん
に
支
払
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

非
課
税
の
趣
旨
に
反
し
て
お

り
、
ゼ
ロ
税
率
が
最
善
と
考
え

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革

成
案
の
う
ち
、
後
発
医
薬
品
の

更
な
る
使
用
促
進
に
つ
い
て
、

「
全
体
の
　
％
を
後
発
医
薬
品

３０

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
開
業

医
に
影
響
は
あ
る
の

か
」
と
の
質
問
が
出

さ
れ
、
協
会
は
「
現

在
、
具
体
的
な
ペ
ナ

ル
テ
ィ
は
な
い
が
、

生
活
保
護
患
者
を
皮

切
り
に
、
後
発
医
薬

品
に
強
制
的
に
変
え

て
い
く
方
向
性
は
あ

る
。
処
方
せ
ん
様
式

の
見
直
し
案
の
中
で
、
個
々
の

薬
剤
に
つ
い
て
、
後
発
医
薬
品

の
使
用
を
認
め
な
い
場
合
は
署

名
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
必
要
量

の
見
込
み
に
つ
い
て
、「
１
万

人
減
と
あ
る
が
、
医
師
の
業
務

を
医
師
以
外
の
業
種
に
行
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師
の
必

要
性
を
下
げ
る
。
往
診
等
の
回

数
を
減
ら
し
費
用
を
削
減
す
る

と
い
う
こ
と
か
」
と
の
質
問
に

は
、「
在
宅
医
療
の
最
初
の
計

画
時
の
み
医
師
が
携
わ
る
と
い

う
話
も
出
さ
れ
て
い
る
」
と
回

答
し
た
。

　
ま
た
、「
乙
訓
医
師
会
は
往

診
で
き
る
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
会
員
構

成
は
　
歳
代
が
ピ
ー
ク
で
、
体

６０

力
的
に
も
夜
中
の
往
診
へ
の
対

応
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
新

規
開
業
医
が
減
り
廃
院
が
増
え

る
中
で
、
在
宅
医
療
の
旗
振
り

を
し
て
も
、
患
者
を
受
け
入
れ

る
マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
か
。

実
態
を
把
握
し
、
国
に
供
絵
に

描
い
た
餅
僑
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
新
規
開
業
医
数
の

動
向
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
役
割
、
カ
ル
テ
記
載
の
留
意

点
、
保
険
請
求
の
算
定
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

一
体
改
革
シ
ナ
リ
オ
で
地
域
の
医
療
ど
う
な
る

伏
見
医
師
会
と
懇

伏
見
医
師
会
と
懇
談談　

月
　
日
　
伏
見
医
師
会
館

１２

１２

国
は
地
域
医
療
の
実
態
に
基
づ
く
計
画
を

乙
訓
医
師
会
と
懇

乙
訓
医
師
会
と
懇
談談

　
月
　
日
　
乙
訓
医
師
会
事
務
所

１２

１９
域

育
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

高
点
数
理
由
の
集
団
的
個
別
指
導
は
問
題

中
京
西
部
医
師
会
と
懇

中
京
西
部
医
師
会
と
懇
談談

　
月
　
日
　
中
京
西
部
医
師
会
事
務
所

１１

２８

２２人が出席して開かれた中京西部医師会との懇談会

　
人
が
出
席
し
て
開

２４か
れ
た
伏
見
医
師
会

と
の
懇
談
会

　
人
が
出
席
し
て
開

１４か
れ
た
乙
訓
医
師
会

と
の
懇
談
会

地地区区ととのの懇懇談談すすすすむむ

■ 西京

日　時　２月８日（水） 懇談：午後２時～３時３０分
 　「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
場　所　京都エミナース

■ 山科

日　時　２月９日（木） 懇談：午後２時～
場　所　山科医師会診療センター

■ 東山

日　時　２月１７日（金） 懇談：午後２時～
場　所　東山医師会事務所（旧貞教小学校１階北西角）

■ 相楽

日　時　２月２５日（土） 懇談：午後５時～６時３０分
  懇親：午後６時３０分～
場　所　ホテルフジタ奈良

■ 与謝・北丹

日　時　３月３日（土） 懇談：午後３時～４時
 　「指導」情報交換会：午後４時～４時３０分
  懇親：午後４時３０分～
場　所　ホテル北野屋

■ 綴喜

日　時　３月１０日（土） 懇談：午後２時３０分～３時３０分
 　「指導」情報交換会：午後３時３０分～４時
場　所　新田辺駅前CIKビル３F

地区医師会と の懇談会
当面の予定
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協
会
の
各
種
共
済
制
度
に
つ
い

協
会
の
各
種
共
済
制
度
に
つ
い
てて

実
　
施
＝
２
０
１
１
年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
回
　
答
＝
　

１０

２０

３４

対
象
者
＝
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
　
人
　
　
回
答
率
＝
　
％

９５

３６

代議員月例
アンケート園

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
、
２
０
１
２
年
１
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
休
業
補
償
制
度
を
は
じ
め
、
各
種
共

済
制
度
に
つ
い
て
会
員
の
意
見
を
伺
い
、
今
後
の
運
営

等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

休
業
補
償
制
度

　
休
業
補
償
制
度
は
１
９
７
７

年
に
発
足
し
、
今
年
で
　
年
が

３５

経
過
し
て
い
る
が
、
休
業
補
償

制
度
を
知
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
「
知
っ
て
い
る
」
が
　
％
で

９１

あ
っ
た（
図
１
）。
こ
の
休
業
補

償
制
度
は
、
各
地
区
医
師
会
選

出
の
委
員
と
保
険
医
協
会
理
事

で
構
成
さ
れ
た
金
融
共
済
委
員

会
に
お
い
て
運
営
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」

が
　
％
で
あ
っ
た（
図
２
）。
休

５９
業
補
償
制
度
の
内
容
に
つ
い

て
、「
個
人
型
」と「
法
人
型
」が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
知
っ
て

い
る
」
が
　
％
で
あ
っ
た
（
図

６２

３
）。
ま
た
健
康
状
況
の
告
知

に
つ
い
て
　
歳
ま
で
の
会
員
に

６９

つ
い
て
は
過
去
１
年
間
の
健
康

告
知
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」

が
　
％
、「
知
ら
な
い
」
が
　
％

２９

７１

で
あ
っ
た
。（
図
４
）

　
さ
ら
に
、
２
０
１
２
年
１
月

よ
り
「
個
人
型
」
で
免
責
０
日

の
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ

「
知
っ
て
い
る
」
が
　
％
、「
知

４４

ら
な
い
」が
　
％
で
あ
っ
た（
図

５６

５
）。
ま
た
、「
個
人
型
」
の
加

入
年
齢
　
歳
か
ら
給
付
さ
れ
る

６４

期
間
が
２
年
か
ら
１
年
に
減
少

す
る
た
め
、
会
員
か
ら
　
歳
ま

６９

で
は
２
年
間
に
拡
大
し
て
ほ
し

い
と
の
要
望
を
受
け
、
同
じ
く

　
年
１
月
よ
り
制
度
改
善
し
た

１２こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
「
知
っ
て
い
る
」
が
　
％
、

２４

「
知
ら
な
い
」が
　
％（
図
６
）と

７６

な
り
新
制
度
発
足
に
つ
い
て
会

員
で
の
認
知
度
が
低
い
結
果
と

な
っ
た
。

医
賠
責
保
険

　
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険

の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
勤
務

医
・
看
護
職
・
療
法
士
等
の
医

療
従
事
者
が
個
人
責
任
を
追
及

さ
れ
た
場
合
や
、
医
療
廃
棄
物

の
排
出
責
任
を
問
わ
れ
た
場
合

な
ど
の
賠
償
責
任
保
険
を
加
え

る
こ
と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い

る
」
が
　
％
、「
知
ら
な
い
」
が

５０

　
％
と
な
っ
た
。（
図
７
）

５０
保
険
医
年
金

　
新
規
引
受
会
社
３
社
（
日
本

生
命
・
太
陽
生
命
・
第
一
生
命
）

の
参
入
に
よ
る
、
よ
り
安
定
的

な
運
用
の
確
保
な
ど
、
会
員
の

大
切
な
資
産
管
理
を
行
っ
て
い

る
が
、　
年
度
決
算
で
は
予
定

１０

利
率
１
・
２
５
８
％
に
配
当
が

プ
ラ
ス
さ
れ
実
績
配
当
と
し
て

１
・
２
９
９
％
を
確
保
し
た
こ

と
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」

が
　
％
、「
知
ら
な
い
」
が
　
％

５０

５０

と
な
っ
た
。（
図
８
）

融
資
制
度

　
協
会
の
融
資
制
度
は
低
利
が

魅
力
で
、
設
備
資
金
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
他
に
も
医
院
の
運
転

資
金
不
足
を
補
完
す
る
運
転
資

金
、
子
弟
の
育
成
に
必
要
な
教

育
資
金
が
あ
る
が
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
が
　７６

％
、「
知
ら
な
い
」
が
　
％
と

２４

な
っ
た
。（
図
９
）

こ
ど
も
保
険

　
教
育
総
合
補
償
制
度
（
こ
ど

も
総
合
保
険
）
は
、
会
員
の
お

子
様
の
日
常
生
活
全
般
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ガ
を
補
償
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
の
補

償
、
扶
養
者
で
あ
る
会
員
の
方

に
事
故
で
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
の
育
英
費
用
、
日
常
生

活
に
お
け
る
賠
償
責
任
な
ど
を

総
合
的
に
補
償
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」
が
　２９

％
、「
知
ら
な
い
」
が
　
％
と

７１

な
っ
た
。（
図
　
）
１０

ペ
ッ
ト
保
険

　
今
や
家
族
の
一
員
と
な
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
医
療
保

険
「
ど
う
ぶ
つ
健
保
ふ
ぁ
み

り
ぃ
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
「
知
っ

て
い
る
」が
　
％
、「
知
ら
な
い
」

２４

が
　
％
と
な
っ
た
。（
図
　
）

７６

１１

自
由
意
見

　
自
由
意
見
欄
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
次
の

通
り
。

　
①
現
在
、
保
険
医
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
ま
す
。
共
済
制
度

は
非
常
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
共
済
制
度
の

充
実
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
②
年
金
、
融
資
以
外
ほ
と
ん

ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
③
あ
ま
り
（
ほ
と
ん
ど
）
理

解
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
④
余
り
関
心
が
な
い
の
で
、

細
か
い
こ
と
は
知
ら
な
い
。

　
そ
の
他
、　
歳
以
上
の
制
度

７０

改
善
に
つ
い
て
の
要
望
や
生
命

保
険
会
社
・
銀
行
に
対
す
る
不

信
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
共
済
制
度
の
中
で
も
古
く
か

ら
存
在
す
る「
休
業
補
償
制
度
」

「
医
師
賠
償
責
任
保
険
」「
融
資

制
度
」「
保
険
医
年
金
」は
あ
る

程
度
会
員
に
周
知
さ
れ
て
い
る

よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
し
か

し
細
か
な
内
容
に
つ
い
て
ま
で

は
知
ら
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
会
員
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
新
し
く
取
扱
い

を
開
始
し
た
制
度
へ
の
会
員
の

認
知
度
は
２
割
か
ら
３
割
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
会

員
へ
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
の
広
告
物
を
工
夫
し
た
い
。

医
師
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
共
済
制
度
を
紹
介
し
て
い

る
「
共
済
制
度
の
ご
案
内
」
を

さ
ら
に
活
用
し
、
保
険
医
協
会

の
共
済
制
度
は
会
員
医
師
・
家

族
・
医
療
従
事
者
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
会
員
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。

入院中の患者の他医療機関受診に関する
必要性に係る緊急アンケート集計結果
　京都府保険医協会は、「入院中の他医療機関受診」の問題点を明らかにすべく、
京都府内の眼科医を対象に緊急アンケート調査を行い、その結果をもとに厚生労
働大臣などに制度の根本的改善を求める要望書を提出した（前号既報）。本号では
アンケート調査結果を掲載する。アンケート調査結果から、▽非常に多くの眼科
医が、入院中の患者の外来受診を経験している。▽専門的な診断・治療をするた
めには、検査機器が必要などの理由から、対診よりも、他医療機関受診が適切で
ある。▽入院中の他医療機関受診の事務取扱いは煩雑で理解するのに困難を伴
う。▽制度の結果、的確な治療が受けられずに最も不利益を被っているのは「患
者」である―という現状がうかがえる。

１協これまでに入院中の患者が、外来受診
してきたケースを経験したことがあるか

２協他医療機関の入院患者に対して、入院
先に赴き診療（対診）したことがあるか

３協入院中の患者が、他医療機関の眼科を
外来受診したり、他医療機関の眼科の医
師が、当該患者の入院先に往診したりす 
る必要が生じることがあると思うか
 

４協他医療機関入院中の患者を診るとき、
外来を受診してもらうか、入院先に往診
（対診）を行うか、どちらが対応しやすいか

５協「外来受診」の方が対応しやすいのはな
ぜか（複数回答可、前問で「外来受診」
との回答者のみ）

　

６協必要にもかかわらず入院中に「眼科」
受診できない場合、不利益を被るのは誰
だと思うか（複数回答可）

　

７協入院中の他医療機関受診の事務取扱い
方法についてどのように考えるか

83%40ある

10%5ない

6%3わからない

41%20ある

59%29ない

0%0わからない

98%48必要なことがある

2%1必要でない

0%0その他

98%48外来受診

2%1対診

98%47検査機器がそろっている

50%24対診の時間がとりにくい

4%2その他

98%48
専門治療が受けられな

い患者

4%2収入減となる医療機関

2%1その他

39%19理解困難

53%26理解したが煩雑で迷惑

8%4その他

入院患者受診があるか

対診に行ったことがあるか

入院患者が他機関の眼科を受診し
たり、対診してもらう必要が生じ
ると思うか

外来受診か対診かどちらが
対応しやすいか

なぜ外来受診が対応しやすいか

眼科受診できずに不利益を被るのは

他医受診の事務取扱い

対　　象：京都府内の眼科医　
送 付 数：１４２　有効回答：４８（３４％）
実施期間：２０１１年１２月２６日～
　　　　　２０１２年１月１０日

図　各種共済制度の認知度
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学
岳

較
較
較
較
較

や
っ
と
示
談
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
の
に
…

　
賠
償
責
任
を
有
す
る
医
事
紛

争
が
発
生
し
た
後
、
医
療
機
関

側
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
患
者
さ
ん

側
に
示
談
に
応
じ
て
も
ら
う
わ

け
で
す
が
、
い
ざ
示
談
の
日
に

な
っ
て
揉
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
稀
に
あ
り
ま
す
。
当
然
、
示

談
の
条
件
は
患
者
さ
ん
側
も
既

に
了
承
済
み
の
は
ず
で
す
が
、

い
っ
た
い
患
者
さ
ん
は
何
を

言
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　
示
談
書
に
は
一
般
に
賠
償
金

額
等
、
契
約
事
項
の
前
に
事
故

内
容
の
簡
単
な
記
載
が
さ
れ
て

で
に
詳
細
に
か
つ
医
療
機
関
側

の
責
任
を
明
示
す
る
よ
う
に
強

要
す
る
方
が
い
ま
す
。
示
談
す

る
こ
と
自
体
が
、
医
療
機
関
が

賠
償
責
任
を
認
め
た
証
と
し

て
、
患
者
さ
ん
側
に
了
承
し
て

も
ら
う
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
概

要
に
留
め
る
も
の
で
す
が
、
患

者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
異
常
な
ま

ま
で
、
保
証
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
で
す
。「
も
し
、
示
談
後
に

身
体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら

（
無
料
で
）
面
倒
見
て
く
れ
る

か
？
」
と
患
者
さ
ん
は
言
っ
て

き
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
し
て
み

れ
ば
、
当
然
の
不
安
な
の
で
す

し
ょ
う
。
余
り
詳
細
な
内
容
を

示
談
書
に
盛
り
込
む
の
は
、
そ

の
目
的
か
ら
考
え
て
も
不
適
切

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
先
に
も
少
し
触
れ
た

こ
と
で
す
が
、
示
談
の
段
階
で

予
測
で
き
な
い
予
後
に
つ
い
て

を
紹
介
し
て
下
さ
い
。
こ
の
条

文
で
は
当
時
の
医
療
事
故
に
起

因
す
る
不
測
の
後
遺
症
が
発
症

し
た
場
合
は
、
例
え
示
談
を
し

て
い
て
も
交
渉
が
再
開
で
き
る

と
解
釈
で
き
ま
す
。
不
測
の
事

態
は
起
こ
っ
た
そ
の
時
か
ら
対

が
、
不
測
の
事
態
ま
で
保
証
す

る
示
談
は
基
本
的
に
で
き
ま
せ

ん
。
第
一
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
て
は
、
示
談
す
る
意
味

が
全
く
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
民
法
　
条
【
錯
誤
】

９５

応
で
き
る
こ
と
を
患
者
さ
ん
側

も
知
れ
ば
、
一
応
の
納
得
を
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
示
談
を
迎

え
る
ま
で
に
患
者
さ
ん
側
と
十

分
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
陥

る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
示
談
の
日
を
迎
え
て
交
渉

決
裂
な
ど
は
、
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
示
談
書

に
患
者
さ
ん
側
が
サ
イ
ン
を
す

る
ま
で
、
医
事
紛
争
は
終
わ
っ

て
い
な
い
の
で
す
。

　
次
回
は
、
対
応
が
極
め
て
困

難
な
患
者
さ
ん
の
場
合
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
酸
素
購
入
価
格
の
届
出
に
つ

い
て
　
Ｑ
、
こ
の
時
期
、
酸
素
の
購

入
価
格
を
届
出
な
い
と
い
け
な

い
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
い
つ

ま
で
に
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う

に
届
け
出
る
の
で
す
か
。
全
て

の
医
療
機
関
が
届
出
な
い
と
い

け
な
い
の
で
す
か
。

　
Ａ
、
本
年
４
月
１
日
以
降
の

　
保
険
医
協
会
の
医
師
賠
償
責

任
保
険
等
を
引
き
受
け
て
い
る

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
代
理

店
組
織
Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
京
都

支
部
は
　
月
　
日
、
左
京
区
の

１１

２６

修
学
院
病
院
で
車
い
す
の
整

備
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
た
。
プ
ロ
代
理
店
組

織
Ｊ
倆
Ｓ
Ａ
京
都
支
部
と
の
共

催
。
　
Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ
ン
（
全
国
の

損
保
ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
の
自
動

車
整
備
工
場
を
会
員
と
し
て
組

織
さ
れ
た
団
体
）
京
都
支
部
は

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
２
０
１
０
年
よ
り
年
１

回
、
医
療
機
関
の
車
い
す
の
整

備
・
清
掃
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施

し
て
い
る
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
保
険

医
協
会
か
ら
会
員
の
病
院
に
車

い
す
と
作
業
場
所
の
提
供
を
お

願
い
し
、　
年
は
冨
田
病
院
、

１０

　
年
は
修
学
院
病
院
に
引
き
受

１１け
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
日
は
　
人
が
参
加
。
約
　

３０

３０

台
の
車
い
す
の
ブ
レ
ー
キ
・
ネ

ジ
の
調
節
や
車
枠
の
緩
み
の
点

検
、
パ
ン
ク
修
理
な
ど
の
整
備

と
清
掃
に
分
担
し
て
手
際
良
く

進
め
ら
れ
、
１
時
間
　
分
あ
ま

３０

り
で
完
了
。
心
を
こ
め
て
丁
寧

に
作
業
さ
れ
た
車
い
す
に
は
輝

き
が
戻
り
、
整
備
・
清
掃
完
了

の
証
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
Ｒ
ジ
ャ
パ

ン
ダ
シ
ー
ル
」（
写
真
）
が
貼
ら

れ
た
。

　
修
学
院
病
院
か
ら
は
、
山
中

院
長
、
林
地
域
連
携
室
長
か
ら

謝
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
終
了
後
、
患
者
さ
ん
や
看

護
師
さ
ん
が
「
と
て
も
き
れ
い

に
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
と

の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
後
も
年
１

回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

金
融
共
済
委
員
会

（
１
／
　
）の
状
況

２５

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
７
件
を
審
査
し
全
件
可

決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
２
件
を
決
定
し
ま

し
た
。

のの

12

　
日
本
で
自
殺
が
一
気
に
増
え
た

の
は
１
９
９
８
年
。
昨
年
の
暫
定

値
（
警
察
庁
）
は
３
万
５
８
４
人

で
、
２
年
続
け
て
や
や
減
っ
た
も

の
の
、
な
お
３
万
人
台
が
　
年
間

１４

も
続
い
て
い
る
。
対
策
の
効
果
が

明
確
に
表
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

　
政
府
は
今
春
、
自
殺
総
合
対
策

大
綱
の
見
直
し
を
行
う
。

　
こ
の
際
、
対
策
の
基
軸
を
精
神

保
健
か
ら
社
会
経
済
に
移
す
こ

と
、
そ
し
て
、
自
殺
が
増
え
た
根

本
原
因
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。

　
も
と
も
と
対
策
の
中
心
は
精
神

保
健
だ
っ
た
。
自
殺
を
図
る
人
の

多
く
は
、
う
つ
病
な
ど
に
陥
っ
て

お
り
、
適
切
な
精
神
科
医
療
で
防

げ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
認
識
に

立
っ
て
い
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
に

よ
る
自
殺
予
防
の
手
引
き
（
２
０

０
０
年
）
が
「
自
殺
者
の
　
～
１

８０

０
０
％
が
生
前
に
精
神
障
害
に
罹

患
し
て
い
た
」
と
し
た
こ
と
が
主

な
根
拠
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
う
つ
病
の
普
及
啓
発

に
よ
っ
て
精
神
科
の
敷
居
は
低
く

な
り
、
受
診
者
が
大
幅
に
増
え
た

の
だ
が
、
自
殺
は
減
少
に
向
か
わ

な
か
っ
た
。

　
　
年
に
成
立
し
た
自
殺
対
策
基

０６
本
法
に
基
づ
き
、　
年
に
閣
議
決

０７

定
さ
れ
た
自
殺
総
合
対
策
大
綱

は
、
対
策
の
あ
り
方
の
軌
道
修
正

を
図
っ
た
。

　
基
本
的
考
え
方
の
ト
ッ
プ
で

「
社
会
的
要
因
も
踏
ま
え
、
総
合

的
に
取
り
組
む
」
と
し
た
の
は
、

失
業
、 生
活
困
窮
、 借
金
苦
、
介

護
疲
れ
と
い
っ
た
現
実
的
問
題
へ

の
対
策
も
重
要
 だ
と
い
う
趣
旨
 

だ
っ
た
。

　
総
合
的
な
生
活
相
談
、
法
律
相

談
、
中
小
企
業
向
け
経
営
相
談
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実

な
ど
の
施
策
を
示
し
、
駅
ホ
ー
ム

の
設
備
な
ど
直
接
的
な
防
止
策
の

強
化
も
挙
げ
た
。

　
と
は
い
え
、
そ
の
後
も
現
実
の

取
り
組
み
の
中
心
は
精
神
保
健

だ
っ
た
。
今
回
の
大
綱
見
直
し
で

も
、
精
神
保
健
対
策
の
強
化
を
求

め
る
人
た
ち
が
い
る
。

　
確
か
に
う
つ
病
や
統
合
失
調
症

な
ど
が
自
殺
に
直
接
つ
な
が
る
こ

と
は
あ
る
。
し
か
し
　
年
以
降
に

９８

大
幅
に
増
え
た
自
殺
の
原
因
・
動

機
は
経
済
・
生
活
問
題
で
あ
り
、

性
別
・
年
齢
で
見
る
と
　
代
か
ら

３０

　
代
前
半
の
男
性
だ
。

６０　
経
済
・
生
活
問
題
か
ら
、
う
つ

状
態
に
な
る
こ
と
は
多
い
だ
ろ
う

が
、
そ
う
い
う
場
合
の
精
神
科
医

療
は
、
い
わ
ば
「
対
症
療
法
」
で

あ
っ
て
、
根
本
的
な
問
題
解
決
は

で
き
な
い
。

　
抗
う
つ
薬
は
副
作
用
で
自
殺
や

攻
撃
の
衝
動
を
招
く
こ
と
も
あ

る
。
睡
眠
薬
が
自
殺
の
手
段
に
な

る
場
合
も
あ
る
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
へ
の
危

機
対
応
や
未
遂
者
・
遺
族
の
心
理

ケ
ア
は
重
要
だ
が
、
精
神
科
医
療

に
過
大
な
期
待
を
抱
く
べ
き
で
は

な
い
し
、
限
界
と
マ
イ
ナ
ス
面
も

認
識
す
べ
き
だ
。

　
で
は
、
根
本
的
な
原
因
と
対
策

は
何
だ
ろ
う
か
。

　「
生
き
づ
ら
さ
」「
生
き
苦
し

さ
」
を
も
た
ら
し
、
こ
の
世
か
ら

逃
げ
た
い
と
い
う
心
境
に
人
々
を

追
い
込
ん
だ
主
た
る
背
景
は
、
使

い
捨
て
労
働
の
広
が
り
、
過
剰
な

競
争
主
義
、
社
会
保
障
 の
不
備
 で

は
な
い
か
。

　
長
年
勤
め
て
も
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

る
、
正
社
員
も
こ
き
使
わ
れ
る
、

代
わ
り
は
い
く
ら
で
も
い
る
、
就

職
活
動
を
い
く
ら
や
っ
て
も
採
用

さ
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
、
自
分

の
存
在
価
値
を
否
定
さ
れ
る
の
に

等
し
い
。
こ
の
状
況
が
続
け
ば
、

若
い
世
代
の
自
殺
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
　
何
よ
り
も
雇
用
・
労
働
政
策
を

改
め
る
こ
と
。
そ
し
て
手
を
差
し

伸
べ
る
社
会
保
障
・
福
祉
、
孤
立

を
防
ぐ
人
の
つ
な
が
り
、
苦
し
い

時
は
他
人
や
社
会
に
頼
っ
て
よ
い

と
す
る
価
値
観
の
普
及
な
ど
に
力

を
入
れ
た
い
。

自
殺
対
策
の
基
軸
を
社
会
経
済
に
移
そ
う

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

診
療
に
係
る
酸
素
の
費
用
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
本
年
２
月

　
日
ま
で
に
、
近
畿
厚
生
局
京

１５都
事
務
所
に
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
所
定
の
様
式

に
、
昨
年
の
１
月
か
ら
　
月
ま

１２

で
の
間
に
購
入
し
た
酸
素
の
対

価
及
び
酸
素
の
容
積
を
記
載

し
、
提
出
し
ま
す
。

　
酸
素
代
を
レ
セ
プ
ト
請
求
す

る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
酸
素
を
使
用
す
る
診
療
を

行
う
保
険
医
療
機
関
は
、
届
出

が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
医
療
機
関
等
、

昨
年
１
月
～
　
月
に
購
入
実
績

１２

が
な
い
場
合
は
、
随
時
届
け
出

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
下
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　
２
０
１
１
年
　
月
　
日
号
グ

１２

２５

リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
　
１
８
４

No.

（
第
２
８
０
７
号
付
録
①
）号
外

の
中
で
、
診
療
報
酬
改
定
率
に

つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
正
し
く
は
「
本
体
１
・
３

７
９
％
の
引
き
上
げ
」
で
す
。

　
昨
　
月
　
日
、
皆
既
月
食
が

１２

１０

あ
っ
た
。

　
拙
句

　
濃
紺
の
夜
空
に
浮
か
ぶ
熟
柿

か
な
 

青
磁

　
今
年
は
５
月
　
日
に
金
環
日

２１

蝕
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
報
道

さ
れ
、
晴
天
を
祈
っ
て
い
る
。

　
一
首

　
お
日
さ
ま
の
機
嫌
伺
ふ
墨
塗

り
し
去
年
の
野
分
に
生
れ
し
ガ

ラ
ス
に
 

山
本
政
次

と
作
歌
し
て
み
た
。
実
は
昨
年

の
７
月
の
台
風
で
、
我
家
の
ガ

ラ
ス
戸
が
壊
れ
ガ
ラ
ス
が
粉
々

に
散
乱
し
た
の
で
あ
る
。
大
工

さ
ん
に
頼
ん
で
修
理
済
み
と

な
っ
た
が
、
ど
う
も
納
得
い
か

な
い
。
イ
ソ
ッ
プ
の
「
北
風
と

太
陽
」
を
想
う
。

　
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
今
年
は

　
歳
を
越
し
た
が
、　
歳
の

７０

２２

時
、
初
め
て
好
き
な
女
が
で
き

た
。
そ
の
恋
は
成
就
し
な
か
っ

た
が
、
彼
女
は
婦
人
科
医
の
娘

で
、「
苦
し
み
の
中
か
ら
良
い

も
の
が
生
ま
れ
る
」
と
信
じ
て

い
て
、
ぼ
く
も
以
来
そ
れ
を
信

じ
て
き
た
。　
年
前
の
１
月
　

１７

１７

日
の
阪
神
淡
路
大
震
災
と
か
、

昨
年
３
月
　
日
の
東
日
本
大
震

１１

災
な
ど
お
見
舞
さ
れ
た
両
陛
下

が
、
昨
年
、
海
の
向
こ
う
に
頭

を
お
下
げ
に
な
っ
た
お
姿
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　
ぼ
く
は
昭
和
　
年
生
ま
れ

１６

で
、
終
戦
直
後
の
小
学
生
で
あ

る
。
当
時
は
、
母
が
苦
労
し
て

作
っ
た
素
人
の
ま
っ
た
く
ま
ず

い
ウ
ド
ン
な
ど
、
ま
と
も
な
も

の
は
食
え
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。
亥
の
子
に
連
れ
て
帰
っ
て

も
ら
っ
た
時
、
母
の
実
家
に

あ
っ
た
柿
が
実
を
つ
け
て
い

て
、
葉
は
す
で
に
落
ち
て
い
た

の
を
、
毎
年
、
渋
が
抜
け
た
ら
、

さ
ぞ
美
味
い
だ
ろ
う
と
い
つ
も

思
っ
て
い
た
。
柿
を
食
う
た
び

に
我
家
の
小
さ
な
裏
庭
に
種
を

捨
て
て
い
た
が
、
高
校
生
に

な
っ
た
時
、
小
さ
な
木
が
生

え
、
秋
に
一
つ
だ
け
柿
の
実
が

な
っ
た
。

　
昭
和
　
年
、
趣
味
と
し
て
俳

５４

句
を
や
ろ
う
と
決
め
、「
冬
柿

を
見
上
ぐ
る
空
の
青
さ
か
な
」

と
作
句
し
て
み
た
。
中
西
医
報

に
載
せ
て
も
ら
っ
て
、
当
時
の

会
長
、
正
木
清
忠
先
生
に
ほ
め

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
。　
歳
を
少
し
過
ぎ
た
頃
で

４０

あ
る
。

　
そ
の
後
、
平
成
の
御
代
に
な

り
、
保
険
医
協
会
が
文
芸
欄
を

作
ら
れ
、
俳
句
・
故
中
井
黄
燕

先
生
、
故
三
嶋
隆
英
先
生
、
短

歌
・
故
辻
喜
夫
先
生
、
詩
・
谷

口
謙
先
生
が
　
年
間
選
者
の
労

２０

を
と
ら
れ
、
ぼ
く
は
投
稿
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
ご
指

導
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
現
在
、
俳
句
は

通
信
講
座
で
続
け
て
い

て
、
短
歌
、
詩
に
も
そ
の
気
は

あ
り
、
ま
た
宗
教
関
係
の
人
た

ち
と
も
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
と
し
て
記
紀
万
葉
の

伝
統
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
、
ぼ
く
が
言
う

の
は
僭
越
で
す
が
、
あ
え
て
筆

を
と
り
ま
し
た
。
先
生
方
の
ご

健
勝
を
祈
り
ま
す
。

 

平
成
　
年
１
月
　
日

２４

２０

 

（
中
西
・
山
本
 政
次
）

熱
心
に
作
業
に
取

り
組
む
参
加
者
と

完
了
シ
ー
ル

病病院院の車いす 榎 ボ ランテ ィア整備
清掃

損保ジャパン 地域社会貢献活動の一環で
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初
恋
と
は
、
い
つ
、
ど
ん
な

女
性
に
対
し
て
で
あ
ろ
う
。
ぼ

く
に
は
　
歳
年
長
の
長
姉
が
あ

１２

り
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は
セ
カ
ン

ド
・
マ
ザ
ー
の
よ
う
な
存
在

だ
っ
た
。
姉
は
宮
津
女
学
校
に

汽
車
通
学
を
し
て
い
た
の
で
、

夕
刻
、
よ
く
ぼ
く
は
口
大
野
駅

へ
の
道
の
半
ば
ま
で
着
物
姿
で

迎
え
に
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
姉

は
お
だ
や
か
な
性
格
で
、
い
つ

も
手
を
つ
な
い
で
帰
宅
を
し

た
。
心
理
学
的
に
い
っ
て
、
こ

れ
を
初
恋
と
呼
ぶ
の
か
と
は
わ

か
ら
な
い
。
た
だ
「
お
姉
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ん
だ
と
き
、
ぼ
く
の

小
さ
な
胸
は
と
ど
ろ
い
て
い
た

の
に
違
い
な
い
。

　
宮
津
中
学
に
入
っ
た
と
き
、

ぼ
く
も
や
は
り
汽
車
通
学
だ
っ

た
。
３
年
生
の
半
ば
ま
で
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
回
か
す

で
に
記
し
た
。
中
学
生
は
前
の

座
席
に
座
る
。
そ
れ
で
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
の
待
つ
場
所
も
、

列
車
発
着
地
の
前
の
方
だ
っ

た
。
後
方
が
女
学
生
た
ち
の
そ

れ
だ
っ
た
。
ぼ
く
ら
は
早
く
駅

に
行
っ
た
。
ぼ
く
ら
の
前
を
、

頭
を
少
し
下
げ
て
女
学
生
た
ち

が
通
り
過
ぎ
て
行
く
。

　
１
年
生
の
後
半
か
、
２
年
生

の
初
め
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

少
し
左
肩
を
く
ね
ら
せ
た
よ
う

な
形
に
し
て
、
女
学
生
の
Ｋ
さ

ん
が
ぼ
く
た
ち
の
前
を
通
り
過

ぎ
た
。
Ｋ
さ
ん
は
小
学
校
の
同

級
生
だ
っ
た
。
成
績
は
中
の

上
。
走
る
の
は
余
り
速
く
な

か
っ
た
。
そ
の
頃
は
何
の
感
情

も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
が
、

小
学
校
を
卒
業
し
て
１
年
か
２

年
後
で
、
何
だ
か
そ
の
姿
態
が

非
常
に
色
っ
ぽ
く
、
蠱
惑
的
に

見
え
、
い
じ
ら
し
さ
が
身
に
し

み
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
ぼ
く
の
主

観
で
あ
り
、
Ｋ
さ
ん
自
身
特
別

に
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
後
、
毎
朝
駅
に

行
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

今
日
も
会
え
る
。
ぼ
く
は
わ
く

わ
く
し
て
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

立
っ
た
の
で
あ
る
。
毎
日
で
は

な
か
っ
た
が
、
帰
り
の
夕
方
の

汽
車
も
一
緒
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
さ
か
連
れ
立
っ
て

道
を
辿
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
ふ
り
向
け
ば
彼
女
を
視
野

に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た

日
も
あ
っ
た
。

　
Ｋ
さ
ん
宅
は
拙
宅
か
ら
２
０

０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
隔
た
っ
た

道
路
沿
い
の
家
だ
っ
た
。
家
は

当
時
、
丹
後
地
方
を
風
靡
し
て

い
た
丹
後
ち
り
め
ん
関
係
の
お

仕
事
だ
っ
た
と
思
う
。
た
だ
生

糸
縮
緬
商
と
い
っ
た
大
金
を
動

か
す
よ
う
な
職
業
で
は
な
く
、

技
術
的
な
仕
事
を
し
て
お
い
で

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
詳
細
は

知
ら
な
い
し
、
今
と
な
っ
て
は

尋
ね
る
こ
と
も
難
し
い
。
お
父

さ
ん
は
よ
く
見
知
っ
て
い
た
。

小
柄
な
腰
の
低
い
人
で
婿
養
子

だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
の
記
憶
は

全
く
な
い
。
お
兄
さ
ん
が
１
人

あ
り
、
非
常
に
真
面
目
な
技
術

屋
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て

い
る
。
ぼ
く
よ
り
５
～
６
歳
年

長
だ
か
ら
、　
歳
代
だ
ろ
う
。

９０

訃
報
は
聞
か
な
い
。

　
Ｋ
さ
ん
は
女
学
校
を
卒
業

後
、
間
な
し
に
結
婚
し
た
よ
う

だ
。
昭
和
　
年
卒
、
太
平
洋
戦

１８

争
が
ま
だ
五
分
五
分
で
威
勢
の

よ
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。
Ｋ
さ

ん
の
異
性
関
係
の
話
は
女
学
生

時
代
か
ら
続
け
て
何
も
聞
い
て

い
な
い
。
着
実
な
糸
関
係
の
お

仕
事
を
お
父
さ
ん
や
お
兄
さ
ん

の
許
で
地
味
に
過
ご
し
て
お
ら

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

大
阪
に
嫁
が
れ
た
。

　
何
十
年
か
た
っ
て
小
学
校
の

ク
ラ
ス
会
が
あ
り
、
全
く
久
し

ぶ
り
に
一
度
だ
け
会
っ
た
。
お

だ
や
か
な
風
貌
は
変
わ
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
が
、
や

は
り
昔
と
同
じ
く
肥
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
中
学
生
の
時
、
ぼ
く
が
誰
か

に
洩
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。
汽
車

通
学
の
と
き
、
よ
く
ひ
や
か
さ

れ
た
。

「
お
い
、
谷
口
。
Ｋ
さ
ん
が
お

通
り
に
な
る
で
」

皆
の
者
の
視
線
が
ぼ
く
に
集
中

初

恋

 
初
　
　

恋
 

谷口　謙（北丹） 　  ＜７＞

し
た
。
Ｋ
さ
ん
は
全
く
知
ら
な

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
ぼ
く
の

前
を
何
の
風
情
も
な
く
通
り
過

ぎ
た
。
丹
後
山
田
駅
か
ら
乗
っ

て
い
た
宮
大
工
の
息
子
が
よ
く

ぼ
く
を
か
ら
か
っ
た
。

「
別
嬪
と
は
思
え
ぬ
が
、
谷
口

は
ど
こ
が
い
い
の
か
な
。
ま
あ

人
間
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
嫌
い
が

あ
る
か
ら
な
」

宮
大
工
の
息
子
は
歯
科
医
に

な
っ
て
開
業
し
て
い
た
が
、
若

く
て
心
臓
病
で
亡
く
な
っ
た
と

聞
い
た
。
ぼ
く
が
大
学
に
入
っ

て
間
も
な
く
、
彼
と
四
条
大
橋

の
上
で
一
度
だ
け
会
っ
た
。
ぼ

く
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
が
、

彼
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
学
校

の
制
服
姿
だ
っ
た
が
、

「
お
い
お
い
、
谷
口
。
わ
し
を

忘
れ
て
い
る
ん
か
い
」

　
Ｋ
さ
ん
は
ま
だ
生
き
て
お
い

で
だ
ろ
う
か
。　
歳
を
過
ぎ
た

９０

お
兄
さ
ん
は
ど
こ
か
の
施
設
に

お
い
で
る
だ
ろ
う
か
ら
、
探
し

て
尋
ね
た
ら
わ
か
る
か
も
し
れ

な
い
。

や
さ
し
く
白
き
手
を
の
べ
て

林
檎
を
わ
れ
に
あ
た
へ
し
は

 薄
紅
 の秋
の
実
に

う
す
く
れ
な
い

人
こ
ひ
 初
 め
し
は
じ
め
な
り

そ

　
若
菜
集
「
初
恋
」
第
二
連
　

島
崎
藤
村

　
若
菜
集
「
初
恋
」
は
４
連
ま

で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
着
け
る

か
ど
う
か
。
こ
こ
ろ
も
と
な

い
。
初
恋
と
は
１
回
か
ぎ
り
の

も
の
だ
ろ
う
。

　協会は改定のポイントをわかりやすく解説す
る点数検討会を２月、３月、４月にわたり３段階
で開催します。開催の詳細及び申込用紙はグ
リーンペーパーに掲載。
Step1   中医協答申説明会（第１次新点数検討会）
　日　時　２月２５日（土）  午後２時～
　会　場　京都烏丸コンベンションホール第１会議室
　　　　　（中京区烏丸通六角下ル）
　資　料　『全国保険医新聞』掲載の中医協答申 
　　※会員に１部無料で送付（２月中旬発行予定）
Step2  『点数表改定のポイント』説明会
　日　時　３月２４日（土）  午後２時～
　会　場　①京都市会場：京都産業会館・シルクホール
　　　　　②北部会場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『点数表改定のポイント・２０１２年４月版』
Step3  『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』説明会
　日　時　４月２６日（木）  午後２時～
　会　場　①京都市会場：登録会館
　　　　　②北部会場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』

　日　時　２月２０日（月） 午後２時～
　　　　　※２０分ごとの予約制
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　担　当　外村会計事務所 外村 弘樹 公認会計士・税理士
　対象者　白色申告者（現在税理士が関与してい
　　　　　ない医療機関）
　費　用　措置法２６条による申告書作成：４万円
　※新規開業等の実額計算による申告者作成
は、事務量を勘案して決定。

　持参物　税務署より送付された確定申告用紙、
収支内訳書、収支内訳書付表、認印、
社保・国保振込通知書、前年の確定申
告書等

※実額計算の場合、上記の他に収支がわか
る資料が必要

　日　時　２月２３日（木）  午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　講　師　鴨井 勝也  税理士
　内　容　①平成２３年度分の確定申告の留意点、

②新規開業の留意点
　参加費　無料　　協　賛　有限会社アミス

白色確定申告書作成白色確定申告書作成会会

３ステップでより理解が深まる！

　日　時　３月１０日（土）
　　　　　①シンポ：午後４時～
　　　　　②懇親・懇談会：午後６時３０分～８時
　場　所　新・都ホテル「陽明殿」の間
　　　　　（ＪＲ京都駅八条口前）
　パネラー　（発表順）
　　「当院における患者クレームの例」
　　　小笹 和也 氏（亀岡市立病院医事課長）
　　「対応に苦慮する患者～看護師の立場から」
　　　安井 邦子 氏（京都第二赤十字病院看護部長）
　　「対応に苦慮する患者さん～弁護士の立場から」
　　　鵜飼 万貴子 氏（弁護士、米田泰邦法律事務所）
　　「応召義務の法的意義」
　　　樋口 範雄 氏（東京大学大学院法学政治学研究科教授）
　ご家族や医療従事者の方の参加も歓迎します。
なお、当シンポジウムは、医療法上年２回義務付
けられている医療安全管理のための職員の研修
となり、参加者には参加証を交付します。
　参加費　１人 ２,０００円（懇親会費含む）※当日徴収
　申　込　FAX（075－212－0707）で３月２日（金）まで
　共　催　京都府保険医協会　 有限会社アミス
　協　賛　京都府歯科保険医協会

古典派の巨匠の名曲を聴く
　日　時　２月２６日（日）午後２時３０分～４時
　場　所　「京都府庁　旧本館　正庁」
　　　　　（京都市上京区下立売新町西入　京都府庁内）
　　※新町通り側　東門よりご入場下さい。
　演　奏　バイオリン：田村 安祐美・前　智子
　　　　　ビオラ：金本 洋子
　　　　　チェロ：日野 俊介
　曲　目　ハイドン「皇帝」より 
　　　　　モーツァルト「ディベルティメント」他
　参加費　無料
　定　員　先着３０人（要申込）
　　※演奏終了後に、

演奏者とのトー
クがあります。

　　※会場は古い建物
で暖房があまり
効きませんの
で、暖かい服装
でご参加くださ
い。

　　※ご家族・従業員の方の参加も歓迎します。
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　（有）アミス

下長者町通

警察本部別館

別館

議会棟
正門

東門

2号館

旧本館

下立売通

丸太町通
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烏
丸
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丸
太
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駅

西
洞
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京
都
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バ
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「
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太
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町
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西
別
館

自
治
会
館

警
察
本
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3
号
館

１
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館

職員福利厚生センター

白色確定申説明白色確定申説明会会

診療報酬改定 新点数検討診療報酬改定　新点数検討会会

京響メンバーによるサロンコンサー京響メンバーによるサロンコンサートト

「対応に苦慮する患者さんたち―応召義務について」
医療安全シンポジウ医療安全シンポジウムム

　講　師　京都大学原子炉実験所助教
　　　　　　　　　　　　　 小出 裕章 氏
　原発事故はなぜ起こったのか。
現在の事故の実態はどうなって
いるのか。そして、今後、どんな
問題が起こってくるのか。私た
ちは原発を、どう考えるのか。
　現時点で判明している事故の
経過や今後の問題から見えてくる「原発」とい
うものを、京都原子炉実験所助教の小出裕章さ
んにお聞きしたいと思います。
　日　時　３月１０日（土）午後６時３０分～
　　　　　（開場は午後６時から）
　場　所　京都産業会館シルクホール
　　　　　（四条通室町東入）
　参加費　無料（要申込、定員７６０人）
　共　催　京都府保険医協会
　　　　　「バイバイ原発３・１０」京都実行委員会
　

円山野外音楽堂 13：30～アトラクション、14：00
～集会、14：45～ウォーク（円山公園から河原町御
池まで）（予定）
　主　催　「バイバイ原発３・１０京都」実行委員会

「バイバイ原発３・１０京都」
同日に開催されます！

「福島原発事故の真実～事故がつきつけた原発の危険～」
小出裕章講演小出裕章講演会会

人間が「生きる」とはどういうことか？
～ゼロから「哲学」と「科学」について考える～

第１１回文化講第１１回文化講座座

　日　時　３月１１日（日）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会　会議室
　講　師　代々木ゼミナール公民科講師　畠山　創 氏
　講演趣旨　昨年の今日、東日
本大震災が発生し、その後の福
島原発事故発生により、自然の
脅威に対する人間の弱さや、科
学の限界を誰もが感じたはずで
す。そして、科学がすべてを支
配できるのか？私たちは「ゼロ
から考え直す」必要に迫られて
います。この講義ではソクラテスを導入に「哲学
と科学の違いは何か？善き生とは何か？」を考
え、デカルトを主題に「人間存在とは何か？ク
ローン人間は思考や意志まで同じなのか？」を考
え、パスカルと共に「人間と科学に限界はあるの
か？人間は弱い生き物なのか、強い生き物なの
か？」をデカルトとの対比で考えます。
「人間が生きるとはどういうことか？」をテーマ
に、皆さんと一緒に哲学をゼロから考えてみま
しょう!
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